
 



 

















































































  

・本時の学習を振り返る。 ◇今日の学習で分かったこと、もっと知

りたいことを振り返る。   〈視点１〉 

記

述 

＜第二次のねらい＞ 音階から音を選び、音やフレーズのつなげ方の特徴を理解しながら、反復を使っ

てグループでまとまりのある旋律をつくる。 

２ 
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本
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○音階から音を選んで旋律をつくり、音

やフレーズのつなげ方の特徴を理解

する。 

・ハンガリー民謡の音階による旋律遊び

を通して、旋律づくりに親しむ。 

 

 

 

 

・音楽のつくり方（旋律づくりのルール）

を知る。 

 

 

 

              

 

 

・スプレッドシートで旋律をつくり、ミ

ニキーボードで演奏して音を確かめ

る。 

 

 

 

・本時の学習を振り返り、次時の学習の

見通しをもつ。 

 

 

○反復を使って旋律をつなげ、どのよう

に全体のまとまりを意識した音楽を

つくるかについて思いや意図をもつ。 

・グループの旋律づくりのルールを知る。

 

 

 

 

 

・グループで旋律をつくる。（１回め） 

・つくった旋律を聴き、旋律のつなげ方

や反復の仕方の工夫について全体で

考える。 

 

 

 

◇第１時に聴いた「ウグローシュ」の特

徴を思い出すようにする。 

◇旋律の模倣から少しずつ音を増やす、

狭い音域でつくり始め、徐々に音域を

広げる等、段階を踏むことで、旋律づ

くりに取り組みやすくする。〈視点１〉 

◇スプレッドシート上で試行錯誤し、音

の上がり下がりを意識して旋律をつく

るようにする。        〈視点１〉 

◇個人の旋律をつくる時からグループの

４人が近くの場所で活動し、一人でつ

くる、友達と相談しながらつくる等、

学習方法を選べるようにする。 

               〈視点１〉 

◇旋律の音の上がり下がりによる曲想を

意識しながらつくるように言葉掛けを

する。          〈視点２〉 

◇つくった旋律を一緒に歌ったり聴き合

ったりして、歌いやすい旋律になって

いるか確認するよう伝える。 

◇旋律の音の上がり下がりについて考え

たことを振り返り、次時は個人の旋律

をグループでつなげることを伝える。 

               〈視点１〉 

 

 

 

◇グループで旋律をつなげる時は、旋律

線を記入した色別シート（橙・黄・青・

黄緑）で視覚的に分かりやすくし、旋

律の動きと反復の仕方を考え、友達と

対話しながらつくることができるよう

にする。          〈視点２〉 

 

◇旋律の音の上がり下がりによる曲想や

反復による音楽のまとまりを意識して

つくるように伝える。   〈視点２〉 
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・教師の旋律の模倣  

ラ一音→ラとソの二音→『コオロギの結

婚』の旋律の一部   

・教師の旋律を少し変えて応える。 

【グループの旋律づくりのルール】 

・個人の旋律（２小節）を４人でつなげ、誰

か（一人または２人）の旋律を反復して

10 小節または 12 小節の音楽にする。 

・旋律のつなげ方（どの旋律をどこで反復

するか）を考える。 

 

【旋律づくりのルール】 

・一人がつくる旋律 4/4 拍子 ２小節 

・旋律のリズム 

・使う音 レミファソラシドレ 

・始めの音と終わりの音はレまたはラ 

－

T「音の上がり下がりで気付いたことはあり

ますか」 

C「音が上がっていくと、明るくもり上がっ

ていく感じがします」 

- 40 -






















































	表紙と目次
	山の手Bゾーン研究集録（原本）
	表紙面付
	文書名都小音研紀要-1
	文書名都小音研紀要-2
	文書名都小音研紀要-3
	文書名都小音研紀要-4
	文書名都小音研紀要-5
	文書名都小音研紀要-6
	文書名都小音研紀要-7



 
 
    
   HistoryItem_V1
   Nup
        
     新規書類
     シートの余分なスペースをトリミング: はい
     ページの拡大・縮小を許可: いいえ
     マージン・トンボ: 無し
     シートサイズ:  35.433 x 13.780 インチ / 900.0 x 350.0 mm
     シートの最適化:  横
     レイアウト: 1列 3行
     調整:  左上
      

        
     D:20251222170346
      

        
     0.0000
     10.0001
     20.0001
     0
     Corners
     0.2999
     ToFit
     3
     1
     0.7000
     0
     0 
     1
     0.0000
     1
            
       D:20251222170345
       992.1260
       Blank
       2551.1812
          

     Wide
     439
     298
    
    
     0.0000
     TL
     0
            
       CurrentAVDoc
          

     0.0000
     1
     2
     0
     0
     0 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus5
     QI+ 5.3n
     QI+ 5
     1
      

        
     3
     1
     841.9900
     1200.2791
     841.9900
     1200.0789
     6
     2
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





